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AutoCAD/LT 2011の生産性は、3世代前にくらべ44%向上

タスク３

タスク１

タスク４

タスク７

タスク６

タスク５

タスク２

同じ作業をAutoCAD LT の
2011 と 2008 で比較したベンチマーク結果

デビッド・コーン氏の「AutoCAD LT 2011 生産性調査」レポート
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知らないことが生産性を落としている

 AutoCAD LT 2008 を使いこなしている人が
AutoCAD LT 2011 を使いこなせば



生産性が向上する。

 AutoCAD LT 2008の10%の機能を使用する人が
AutoCAD LT 2012を使用すれば？

 生産性の向上が期待できる。
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ビギナークラスのスキルで工数は、５分の1へ

 1プロジェクトが200枚の図面で構成されるとした場合の算出

 1枚ごとの図面作成を短縮を検証したもので、通常の作図工程については検証していない

 トレーニングにより個々の作業者のスキルが向上し、プロジェクト全体でファイルの管理、
CADデータの標準化を推進した場合にさらなる効果が期待できる。

310万円 62万円
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印刷結果が同じならそれでいい？

 図面の作成方法が違っても印刷結果は同じに見える。

 作図工数が 1/5 になるということ

 1時間で作成可能な図面を、5時間かけて作成している。
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100枚の図面をまとめて印刷する

 100枚の図面をワンクリックで印刷できるのに

 その図面を 1日かけて印刷していている
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APEプログラムとは？

 APE＝ AutoCAD Productivity Enhancement Program

 3ステップでAutoCAD/LTの生産性を大きく向上させる仕組み

 AutoCADユーザのスキルアップと企業の生産性向上に寄与する活動
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使えているのは、AutoCAD/LTの機能の10%～15%

 古い使い方、間違った使い方で
新しいバージョンのAutoCADを使っている。

 1時間で作成可能な図面を、
5時間かけて作成する結果となる。

昨年の標準化セミナーで使用した
セルフチェックシート



ツールに関する知識のギャップを
埋めること

AutoCADのフル機能、新しい機能

一般的なユーザが使いこなしている機能

10～15%

100%

段差が高すぎて
乗り越えられない！ 段差を埋める活動

：APE

チーム設計の生産性を
向上する活動 ：APE
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設計者のスキルアップと企業の生産性向上に寄与する活動

 １．スキルが不足していることを自覚する

 ２．新しいやり方で効率化できることを確認する

 ３．なぜAutoCADのCAD標準が必要か考える

 ４．環境を整備する

 AutoCADユーザーがスキルアップする。

 設計チームが変わる
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生産性向上の内容は、既存トレーニング、マテリアルにはない
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チームの生産性向上
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３ステップで、AutoCAD/LTの生産性を向上させる仕組み

AutoCAD マネージャ（黒帯）

AutoCAD エキスパート（茶帯）

AutoCAD ビギナー（白帯）
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APE コンセプトの理解

AutoCAD マネージャ
（黒帯）

AutoCAD エキスパート
（茶帯）

AutoCAD ビギナー
（白帯）

チームの生産性向上
作
業
効
率

スキルとキャリア
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AutoCADユーザのスキル アップ パス

教材 コンサルタント

AutoCAD マネージャ（黒帯）

AutoCAD エキスパート（茶帯）

AutoCAD ビギナー（白帯）

トレーニング
ブック

コンサル
ティングAutoCADの利用技術

利用技術
レベル１

利用技術
レベル２

利用技術
レベル３

支援するリソース
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公式トレーニングガイド

2011/07/11発売
日経BP社
¥3,800 (税別)
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APEの構成要素

 スキルアップ パス

 目標 と トレーニングコース設定

 トレーニング マテリアル

 コンサルタント、トレーナー
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トレーニング教材とトレーニング計画手順

問診票

MRI
レントゲン

治療

カルテ
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AutoCADビギナーのスキルレベルが
かなり高いのはなぜか？
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各レベルのスキル設定
レベル ポイント スキルの設定

前提 100 AutoCAD、AutoCAD LTを使い、図面を作成し、印刷まで行えるが、
AutoCADのデータ構造、ツールの仕組み、振る舞いの理解は断片的。

※新人研修、初心者研修は対象外

AutoCAD
ビギナー
（白帯）

600 ■仕組みの理解と完璧な図面セットの作成能力

AutoCADのデータ構造、ツールの仕組みを完全に理解し、
AutoCAD、AutoCAD LT を使い、合理的で完璧な図面セットを作成可能なスキルを持つ。
古いバージョンの操作を排除し、新しい操作体系に変える。
今後のスキルアップにつなげる、十分な基礎技術を習得する。

AutoCAD
エキスパート
（茶帯）

800 ■効率を追求した確実な操作技術

合理的で完璧な図面セットを作成可能なスキルを持つ人が、
さらに効率を追求した操作方法を学習し、その操作方法を確立するための
スキルを習得する。

AutoCAD
マネージャ
（黒帯）

1000 ■取りまとめ、実装と説明

AutoCADエキスパートのチームメンバーが、
効率よく作業を行える「チームの作業環境」を構築する技術を習得する。
「チームの作業環境」の仕様取りまとめと体系的な説明を行う技術を習得する。
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設計チームに貢献できる個人のスキルレベルは？

メンバーがうまく連携する
個人のポテンシャルが高い

チームの生産性はメンバーのスキルの平均値
ではなく最低値に影響される

チーム全体で完璧な図面セットを作成しても、
誰か一人が構成ルールを破れば、図面セットは
不完全になる

チームのパフォーマンスを落とさないように
成長する

このレベルはかなり高い

23

清水

A

J

I

HG

FE

DC

B
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APE スキル ディスクリプション

1. ユーザインタフェース

2.   作図補助

3.   基本作図

4.    レイアウトとビューポート

5.   テンプレート

6.   注釈

 6.1寸法

 6.2 テキスト

 6.3 引き出し線

 6.4 図記号、ブロック

 6.5表

 6.6 フィールド



7.   オブジェクトの理解

8.   印刷 、 パブリッシュ

9.   画層の設定

10. 異尺度対応

11. 数量集計とExcelとの連携

12. 外部参照、アンダーレイ

13. シートセットマネージャ

APE スキル ディスクリプションとは
各APEのレベルに必要なスキルを定義した
ドキュメント
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レベル スキルの詳細 キーワード

現状 スナップなどの操作がわからず、精度の悪い図面を作成している。
旧バージョンの操作方法を踏襲し、最近の操作方法が分からない。

AutoCAD
ビギナー
（白帯）

基本的な作図コマンドとそのオプションを使用できる。
スナップ、トラッキング、グリッドなどを理解し、適切な編集方法が行える。
ダイナミック入力、グリップ編集機能を使いこなせる。
座標系を理解し、UCS を使いこなせる。
オプションダイアログ、システム変数を理解し、適切な設定ができる。

スナップ、トラッキング
ダイナミック入力
UCS、座標系
オプションダイアログ
システム変数

AutoCAD
エキスパート
（茶帯）

オブジェクトの振る舞いを理解し、適切な作成、編集方法を選択できる
パラメトリック、拘束機能、自動調整配列複写などの機能を使いこなせる。
アクションマクロを使い、定型作業の効率化ができる。

パラメトリック
拘束機能
自動調整配列複写
アクションマクロ

AutoCAD
マネージャ
（黒帯）

オブジェクトの作成、編集方法について体系的に説明ができる。
作成、編集のための作業環境の構築、テンプレートの設定ができる。
アクションマクロを共有する環境を整備できる。
新機能を評価し、ワークフローに取り込める。

アクションマクロの共有

２．作図補助
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レベル スキルの詳細 キーワード

現状 寸法の編集方法を知らず、寸法を分解して編集する。
線分、矢印、テキストで寸法記入する。
寸法の編集ができないので、再作図する。

AutoCAD
ビギナー
（白帯）

自動調整寸法の振る舞いを理解している。
直列／並列寸法、クイック寸法、寸法線間隔など適切な操作が行える。
グリップ編集（2012新機能）を使用して寸法を記入できる。

自動調整寸法
寸法コマンド
新機能

AutoCAD
エキスパート
（茶帯）

異尺度対応の寸法を理解し、適切なスタイル設定ができる。
異なる尺度のビューポートで、適切な表示設定ができる。
尺度リストの設定、既定の尺度リストを理解して設定できる。

異尺度対応の寸法
ビューポート尺度
尺度リスト

AutoCAD
マネージャ
（黒帯）

異尺度対応の寸法オブジェクトの機能を、メンバーに説明できる。
異尺度対応の寸法スタイルをテンプレートに設定できる。
シートセットマネージャをベースに共通の環境設定ができる。

シートセットマネージャ

６．１ 注釈：寸法
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プロジェクト マネージャ と CAD マネージャ

CAD操作のスキルを持つスタッフ

設計のスキルを持つスタッフ

設計とCAD操作のスキルをスタッフ

凡例

CADマネージャ

プロジェクトマネージャ

CADマネージャを兼務する
プロジェクトマネージャ

プロジェクトチーム

１．設計のデータはデジタルデータで作られている。
２．設計データの運用管理はうまくできていない。
３．設計データの運用管理を行うCADマネージャが必要。
４．プロジェクトマネージャは、設計データの運用管理スキルが必要。
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AutoCAD道場. AutoCAD習得のための傾向と対策
セッション１

APE プログラムの進め方

オートデスク株式会社
プラットフォームソリューション

清水 卓宏

20110802 Ver. 1.0



3 x 7 : 21 ユニット
のフルセット トレーニングコース

セルフチェック

図面の評価

トレーニング計画 トレーニング実施

自習

定形トレーニング

カスタム
トレーニング

APEカルテ図面評価シート

セルフチェックシート トレーニング計画

APEプログラム
の

進め方

（有償）

（有償）
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セルフチェックの回答

1. このセルフチェックは、合計得点の多
寡を競うものではありません。

2. 理解度を確認するものであり、回答
を作成する必要はありません。

3. 自己評価が甘いと、セルフチェックの
目的は果たしません。

回答の際は、その点を考慮して厳
しく評価をしてください。

4. 各機能の項目が、通常の業務の
中で重要であるか判断して
重要度を決定してください。

5. Ａ と Ｂの項目が同時に選択されて
いる項目は、重点課題です。

6. 重要度は、セミナー終了後に見直
しをしてください。

特に、重要度の判別ができない項
目は、セミナー終了後に
見直しをしてください。

設問集

回答シート
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重点項目の確認

1. セルフチェックの結果から、弱点と重点項目を見極めます。

2. AutoCADの機能マップを参照し、トレーニングで補強する範囲を確認します。



一般的なトレーニング
書籍で説明する範囲

AutoCAD マネージャ（黒帯）

AutoCAD エキスパート（茶帯）

AutoCAD ビギナー（白帯）
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トレーニング項目の選択

重点項目の抽出 公式トレーニングガイドの目次



© 2011 Autodesk, Inc.

トレーニングの計画

「3x7: 21 ユニット フルセットトレーニング」を
参考に、重点項目を盛り込んだ、トレーニン
グを計画する。
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対象スキル AutoCADビギナー（白帯） AutoCADエキスパート（茶帯） AutoCADマネージャ（黒帯）

ユニット 1 2 3 4 5 6 7

AM

10:00
|

12:00

1章

基本操作を理
解する

UIと基本操作

4章

オブジェクトプ
ロパティ

画層とプロパ
ティ編集

6章 L1－3

図面の注釈

注釈の概要と
テキスト、ハッ
チング

11章 L1 、 14章

外部参照

ブロックの基礎、
外部参照

９章、15章 L3

異尺度対応と
フィールド

異尺度対応の
設定とフィール
ド

12章

アクションマク
ロ

作成と共有

16章

シートセットの
使用

パブリッシュ、
転送、アーカイ
ブ

PM1

13:00
|

15:00

2章

オブジェクトを
作成する

データの入力
と作図補助設
定

5章 L１

オブジェクトの
選択

選択表示と類
似オブジェクト
の追加

6章 L4－5

図面の注釈

寸法とマルチ
引き出し線

15章 L2

属性定義

ブロックの属性
定義

15章 L1

表の作成

表の作成、
データリンク、
データ書き出し

10章

パラメトリック
デザイン

幾何拘束と寸
法拘束

16章

シートセットの
作成

既存図面から
の作成、新規
作成

PM2

15:30
|

17:30

3章

オブジェクトを
編集する

選択と編集

5章 L2－3

オブジェクトの
操作

修正と編集

7章、8章

レイアウトとテ
ンプレート

レイアウト設定、
印刷、テンプ
レート

11章 L2

ダイナミックブ
ロック

アクションとパ
ラメータ

13章

UIのカスタマ
イズ

CUI：ユーザイ

ンタフェースの
カスタマイズ

11章 L3－4

ダイナミックブ
ロック

拘束ベースの
ダイナミックブ
ロック

16章

シートセットの
設定

シートセットテ
ンプレート、属
性、フィールド

3 x 7 ： 21 ユニット
フルセット トレーニング スケジュール



© 2011 Autodesk, Inc.

目標のAPEレベルを設定

AutoCAD マネージャ（黒帯）

AutoCAD エキスパート（茶帯）

AutoCAD ビギナー（白帯）
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APE カルテ でトレーニング実績の管理

トレーニング計
画

トレーニング実施記録

プロフィール

目標設定

トレーニング内容が確定したら、カルテに記入します。
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ガイドラインを理解することは、最重要です

公式トレーニングガイドの特徴

各項目の最後にある
『ガイドライン』が重要です。

各機能を使用する際の
考え方が記載されています。
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図面から「何が足りないか」を読み取る
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図面評価でわかったこと



© 2011 Autodesk, Inc.

2/3短縮 ：初期の作図時間短縮目標

 作業時間短縮のBig5 （課題はほぼ同じ）

 表の作成

 注釈（テキスト、寸法のスタイル設定）

 図記号（ブロック登録、ブロックの共有）

 印刷設定（レイアウトのページ設定）

 図枠ブロック（テンプレート、図枠ブロックの属性定義）

 AutoCAD ビギナー（白帯）レベルの機能で作業時間は1/3になる。
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よくみられる一般的な課題

 スナップ機能を使わずに書くので、精度が低い（スナップ、トラッキング）

 文字の置き換えを手作業で行う

 既存図面をコピーして新規図面を作る。

 新規図面作成にテンプレートを使っていない。（startup 変数）

 スタイルがばらばらで修正に手間がかかる。

 ０画層に全部書いている

 Excel シートと同じデータを再入力している

 部品を手拾いで集計し、部品表を作成

 グループとブロックの使いわけができていない

 異尺度の図面を作成するのに手間がかかる（画層とスタイル）

 外部参照の図面を重ねると、ずれる。

 PDFの図面を再作図している
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次のステップへの準備

1. 異尺度対応のオブジェクトの利用

2. フィールドテキストの利用

3. 属性付図枠ブロックとテンプレートの整備

4. 拘束機能の使用（ダイナミックブロックでの利用）

5. ダイナミックブロックとブロック共有の環境づくり

6. シートセットマネージャの利用
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AutoCAD LT 2012にシートセットマネージャ搭載

 AutoCAD LT とAutoCADの間で、
同じシートセットを使い、図面の共有ができる。

 設計チームのコラボレーション

 外部パートナーとのコラボレーション

 AutoCAD LTユーザにとって

 設計データ管理の軽減

 印刷、バックアップ作業の軽減

 図面設定作業の軽減
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プロジェクト C

プロジェクト A

プロジェクト B

AutoCAD

AutoCAD LT

サーバー
ストレージ
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シートセットマネージャ

印刷

開く／保存

バックアップ

転送セット作成

シートセットマネージャの機能

1

AutoCAD

2

3

41

2

3

4

AutoCAD LT
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APE 関連詳細情報

 以下の詳細情報をWebに掲載中

 イベント情報

 カスタムトレーニング

 コンサルティング

 http://autodesk.co.jp/APE
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